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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

・新たな太陽光発電施設を稼働し自社
発電を年間60,000kWにする。
・バイオマス発電等のクリーンな新電
力を活用する。

・太陽光発電による自社発電年間
56,000kW
・バイオマス発電に係る情報収集実施

・新たな太陽光発電施設を稼働し自社
発電を年間60,000kWにする。
・バイオマス発電等のクリーンな新電
力を活用する。

・CO2排出量を削減した新材料の利活
用を取引先に積極的に提案していく。
・省エネ設備への更新を継続する。

・CO2排出量を削減した新材料の提案
を実施
・省エネ設備への更新を継続

・CO2排出量を削減した新材料の利活
用を取引先に積極的に提案していく。
・省エネ設備への更新を継続する。

・植物工業向け製品の供給量を拡大
し、農作物の安定供給へ貢献する。

・植物工業向け製品の供給量、前年度
日15％増加

・植物工業向け製品の供給量を拡大
し、農作物の安定供給へ貢献する。

・歩留まり率の向上→75％
・端材のリサイクル率向上→45％
・廃棄物排出量→年間34.2㌧（5％削
減）

・歩留まり率60％へ向上
・端材のリサイクル率30%へ向上
・廃棄物排出量、年間36㌧

・歩留まり率の向上→75％
・端材のリサイクル率向上→45％
・廃棄物排出量→年間34㌧

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

ウレタン等の素材が持つポテンシャルを引き出し、更に人々の生活が豊かになるような新製品の開発・環境に配慮した生産体
制の整備に尽力することで、持続可能な社会の発展に寄与していく。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

端材のリサイクル推進や太陽光発電によるクリーンエネルギーの活用、医療・スポーツ業界向けの商品開発及び供給、地域の
中学生～大学生のインターンの受け入れ等を通じ、環境や地域社会への貢献を意識し活動してきた。

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

・医療系大学との共同開発をより深め
より具体的な上市を目指す。
・スポーツ施設用製品の供給量を拡大
し、運動機会創出および安全な施設運
営に貢献していく。

・医療系大学との共同開発に係る相談
実施
・スポーツ施設用製品の供給量、昨年
度比5％増加

・医療系大学との共同開発をより深め
より具体的な上市を目指す。
・スポーツ施設用製品の供給量を拡大
し、運動機会創出および安全な施設運
営に貢献していく。

・学生のインターン受け入れを継続
し、学生のアイデアを形にすること
で、ビジネスの体験を深めてもらう。

・学生のインターン受け入れ2名
・学生のインターン受け入れを継続
し、学生のアイデアを形にすること
で、ビジネスの体験を深めてもらう。

業　　　　　種

従業員（構成員）数
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